
現在の高等学校の教科・科目構成（全学科共通教科等）

特別活動は単位数が設定されていない。ホームルーム活動に年間35単
位時間以上、生徒会活動及び学校行事については、学校の実態に応じ
て、それぞれ適切な授業時数を充てることとされている。

平成２７年７月１６日
中 央 教 育 審 議 会
初 等 中 等 教 育 分 科 会

資料３－４



全ての生徒に共通に身に付ける資質・能力「コア」についての基本的考え方
（「初等中等教育分科会高等学校教育部会の審議まとめについて」（平成26年6月中央教育審議会高等学校教育部会）より

コアの要素を含む資質・能力 (イメージ)
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ア 基礎的・基本的な知識・技能

イ 基礎的・基本的な知識・技能
を活用して課題を解決する力
（思考力・判断力・表現力等）

ウ 主体的に学習に取り組む
意欲・態度

● 社会奉仕の精神、他者への思いやり

● 健康の保持増進のための実践力

社会・職業への円滑
な移行に必要な力

市 民 性

「職業観・勤労観」

批判的、合理的に考える力

説明する力、議論する力

「人間関係形成力」

「創造力、構想力」

「主体的行動力」

「自己理解・自己管理力」

社会的責任を担い得る倫理的能力

社会の一員として参画し貢献する意識・態度

B A以外のもの● 社会の発展に

寄与する態度を養うために

必要な「公共心」や「倫理観」

Ａ 筆記試験や実技試
験等による客観的な
評価の対象としやす
いもの

・
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個別の知識や技能
（何を知っているか、
何ができるか）

教科等の本質に根ざした
見方や考え方等

（知っていること・できることをどう使うか）

情意、態度等に
関わるもの

（どのように社会・世界と関わり
よりよい人生を送るか）

教科学習 各教科に固有の知識や
個別のスキル

各教科の本質に根ざした問題解決
の能力、学び方やものの考え方

各教科を通じて育まれる情意、態
度等

総合的な学習 （各学校で設定） 横断的・総合的な問題解決の能力
実社会における横断的・総合的な

問題解決に取り組む態度

特別活動 集団の運営に関する方法や基本的
な生活習慣等

よりよい集団の生活を形成し、自
己を生かす能力

自主的、実践的に自己の役割や責
任を果たす態度等

道徳教育 道徳的価値 道徳的な判断力 道徳性

学習指導要領等の構造化のイメージ（仮案・調整中）

2

下記のような構造をイメージしながら、各教科等の意義や教科・科目等の構成、各教科・科目等の内容を見直す必要があるのではな
いか。その際、教える側の視点だけではなく学習する側の視点にも立ち、学習プロセスの在り方や身に付ける資質・能力等について
整理していく必要があるのではないか。

人格の完成を目指す

知識・技能 思考力･判断力・表現力等 主体性･多様性･協働性

教科横断的・総合的に育成すべきさまざまな資質・能力

教
科
等
間
の
往
還
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

総合的に育成する学習プロセス



公民科目の今後の在り方について（検討素案）

3

課題

＜参考＞
・学校における道徳教育は、…人間としての在り方生き方に関する教育を学校の教育活動全体を通じて行うことにより、その充実を図るものとし、各教科の属する科目、
総合的な学習の時間及び特別活動のそれぞれの特質に応じて、適切な指導を行わなければならない。（「高等学校学習指導要領総則第1款 教育課程編成の一般方針」）

倫理的主体とな
ること

法的主体となる
こと

国家・社会の形成者と
して必要な選択・判断
の基準を形成し、それ
を使って主体的な選
択・判断を行い、他者
と協働しながら様々な
課題を解決していくた
めに必要な力※

自立した生活
を営む主体及
び家族の構成
員となること

地域社会の
構成員とな
ること 持続可能な社会

づくりに向けた
役割を担う主体
となること

・・・となる
こと

様々な情報
を発信・受
信する主体
となること

経済的主体とな
ること（生産者、
消費者、労働
者・・・）

※新科目の構成においては、現行の関連する科目だけでなく、
各教科・科目等との連携・役割分担を念頭に置きながら検討。

※具体的なスキル・リテラシーとしてどのような力を、どのような
学習活動を通じて育むかという議論も必要。

3

○立場によって意見の異な
る様々な課題について、
その背景にある考え方を
踏まえてよりよい課題解
決の在り方を協働的に考
察し、公正に判断、合意
形成する力

○様々な課題を捉え、考察
するための基準となる概
念や理論を習得する力

○公共的な事柄に自ら
参画しようとする意欲
や態度

○現代社会に生きる人
間としての在り方生き
方についての自覚

(新科目のイメージ)

「公共」の扉（なぜ「公共」を学ぶのか）＜仮＞

様々な主体としての私たちの生き方<仮>

持続可能な社会づくりの主体としての私たち<仮>

➀積極的に社会参加
する意欲が国際的に
見て低い

②現代社会の諸課題
等についての理念や
概念の理解、情報活
用能力、自己の生き方
等に結びつけて考える
ことに課題

③課題解決的な学習
が十分に行われてい
ない

社会的・職業的な自立や社会参画に向けた意識 アイデンティティー 自己実現 ・・・

社会保障（年金、健康保険等） 情報 消費行動 契約 財政と納税 雇用 政
治参加（選挙等） 家族（制度的側面など） 自由・権利 責任・義務 ・・・

文化と宗教の多様性 国際平和 社会的な課題発見・解決に向けた探究 ・・・

政治的主体と
なること(主権者、
有権者・・・)

学習活動の例

討論、ディベート

模擬投票、模擬選挙

模擬裁判

外部の専門家の講演

新聞を題材にした学習

体験活動、インターンシップ
の準備と振り返り ・・・

弁護士
選挙管理委員会
消費者センター
報道機関
留学生
企業 経済団体
起業家
NPO、NGO ・・・

関係する
専門家・機関

資質・能力

④キャリア教育の中核
となる時間の設定



4

＜参考＞
現行中学校社会科の歴史的分野の学習では、我が国の歴史の大きな流れの理解をねらいとしている。
(各時代の特色を捉える学習他)

○自国のこと、グローバ
ルなことを，横断的・
相互的にとらえる力

○現代社会の形成過程
を理解し、その諸課題
を考察する力

○持続可能な社会作りに
参画する態度

○国際社会に主体的に
生きる日本国民として
の自覚

資質・能力

自国のこと、グローバルなことが影響し
あったり、つながったりする歴史の諸相
を学ぶ科目

● 日本の動向と世界の動きを関連付け
て捉える。

● 現代的な課題につながる時代区分に
おける、歴史の転換点等を捉えた学習
を中心とする

● 歴史の転換の様子を捉える「継続と
変化」、因果関係を捉える「原因と結
果」、特色を捉える「類似と差異」など
の、歴史の考察を促す概念を重視する

● 歴史の中に「問い」を見出し、資料に
基づいて考察し、互いの考えを交流す
るなど、歴史の学び方を身に付ける

課 題 新科目のイメージ

③調べたことを発表さ
せる活動や課題解決
的な学習を取り入れた
授業等が十分に行わ
れていない。

②世界史か日本史か
の二者択一ではなく、
グローバルな視野で現
代世界とその中での日
本の過去と現在、未来
を考える歴史認識を培
うことが必要との指摘。

①世界史や日本史の
学習は大切だと考える
生徒は増加。一方、近
現代史の学習の定着
状況が、他の指導内容
に比べて低い傾向。

歴史科目の今後の在り方について（検討素案）

現行歴史系A科目

関連付け

世界史Ａ
1 世界史へのいざない
2 世界の一体化と日本
3 地球社会と日本

日本史Ａ

1 私たちの時代と歴史
2 近代の日本と世界
3 現代の日本と世界



地理科目の今後の在り方について（検討素案）
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○地理的な技能
「実践的な社会的スキル

としての GIS活用」

○地理的知識と地理的理解
「地球規模（グローバル）の
自然システム，
社会・経済システム

の知識と理解」

資質・能力課 題 新科目のイメージ

○地理的な見方や考え方
「空間概念を捉える力」

○態度と価値観
「地域，国家的及び国際的な
課題解決を模索する

献身的努力」

＜参考＞
・中学校の地理的分野において充実した地誌学習により獲得した知識等を活用し，国内外の諸課題等を主題的に扱う。
・本科目履修後の地理歴史科の科目や他教科において活用できる，GISをはじめとする地理的な技能や，世界のグロー
バル化，持続可能な社会づくりといった考え方を身に付けさせる。

（「ルツェルン宣言における
『持続可能な開発を実行
する地理的能力』による」）

5

➀地理は選択必履修で、
選択者も世界史、日本
史に比べて少ないこと
から、最低限の地理的
技能をもたず高校を卒
業する者が多い。

②地球環境の危機や防
災に関する教育の必要
性、地理的思考力や地
理情報システム（GIS）な
どを利活用できるスキ
ルの育成等が重要であ
るとの指摘。

③観察や調査・見学、体
験を取り入れた授業等
が十分に行われていな
い。

持続可能な社会づくりに必須となる
地球規模の諸課題や、地域課題を
解決する力を育む科目

●地図や地理情報システムなどの汎用的な
地理的技能の育成

●位置と分布，場所，地域などの概念を捉え
る地理的な見方や考え方の育成

●グローバルな視点からの地域理解と課題
解決的な学習の展開

●持続可能な社会づくりに関わる資質・能力
を育み，以降の地理学習等の基盤を形成

(2) の諸課題の

(1)現代世界の
特色と諸課題の
地理的考察

(2)生活圏の諸課題の
地理的考察

地理A

現行地理A科目



理数科目の今後の在り方について（検討素案）

現
行
科
目

数学Ⅲ 数学Ｂ
数
学
活
用

数学Ａ数学Ⅱ

物理 化学 生物 地学

理
科
課
題
研
究

資
質
・
能
力

◎専門的な知識と技能
の深化，総合化を図り，
より高度な思考力，判
断力，表現力の育成を
図る

○従来の数学と理科の
各教科で求められてい
た資質・能力を統合した
科学的な探究能力の育
成を図る

・数学活用：指導内容と日常生活や社会との関連及び探究する学習を重視。
・理科課題研究：知識・技能を活用する学習や探究する学習を重視。先端科学や学際的領域に関する研究なども扱える。
・課題研究等の活動は生徒の論理的な思考を育成する効果が高いが、あまり開講されていない状況。（１割未満）
・スーパー・サイエンス・ハイスクール（ＳＳＨ）で設定されている｢サイエンス探究｣等では、数学と理科で育成され
た能力を統合し、課題の発見・解決に探究的に取り組むことで高い教育効果。

○課題に徹底的に向き
合い，考え抜いて行動
する力の育成を図る

普通科の場合

数学Ⅰ 物理基礎科学と人間
生活

化学基礎 生物基礎 地学基礎

【諮問文】より高度な思考力･判断力・表現力等を育成するための
新たな教科・科目の在り方について検討

ＳＳＨにおける取組み事例なども参考にしつつ、数学と理科の知識や技能を総合的に活用して
主体的な探究活動を行う新たな選択科目

◆理数科における科目の在り方についても検討 6



選択科目の在り方

共通必履修科目の在り方

実社会・実生活に生きる国語の能力の育成
・「話すこと・聞くこと」「書くこと」といった、表現に関わる
能力の育成
・話合いや論述などの活動の重視
・静止画や動画も含む多様な表現の扱い

国語科目の今後の在り方について（検討素案）

古典を含む我が国の言語文化に関する理解等を深めること

・古典に関わる言語文化についての理解と活用

・古典以外の文章に関わる言語文化についての理解と活用

文学的な文章（小説、随筆・
随想、脚本等）を読んだり書
いたりする力を育むこと

古文・漢文等への理解
を深め、言語文化への
関心を高めること

7

≪

検
討
の
方
向
性
（
案
）≫

論理的な文章（論説文・評
論文、小論文等）を読んだり
書いたりする力を育むこと

現代文を中心に古文・漢文を
含めて扱うなど、総合的な国
語の能力を育成すること

［全体的な課題］
・他教科等で活用できる汎用的なスキルを育成する必要がある。
・依然として、教科書教材に依存した、講義調の伝達型授業が中心となっている。

［主にコミュニケーション能力に関する課題］
・話合いや論述など、「話すこと・聞くこと」「書くこと」の学習
指導が低調で、生徒のコミュニケーション能力の育成に
課題がある。
・生徒の論理的な思考力（特に文章の内容を根拠に基づいて
評価し、目的に応じて活用する力）に課題がある。
・静止画や動画における表現者の意図を解釈する力など、
時代に対応したビジュアルリテラシーを育成することが必要。

［主に言語文化に関する課題］
・これまで継承され、実生活の中で形成されてきた言語文化
についての深い理解や関心を高める学習に課題がある。
（言語文化への興味・関心を高めるA科目の開設率が低い。）
・文法や古語など知識・理解の学習に偏る傾向があり、古典
への興味・関心を高める学習指導に課題がある。
・学習指導が教科書教材の読解に偏る傾向があり、文学的
文章の創作等の言語活動が十分行われておらず、想像力・
創造力の育成に課題がある。

≪

改
善
の
視
点
（
案
）≫



・スピーチ、プレゼンテーション、
ディベートやディスカッション
など、統合型言語活動が中心

・４技能総合型
・複数の技能を統合させた
言語活動が中心

英語科目の今後の在り方について（検討素案）

・生徒の英語力について、４技能全般，特に「話すこと」と「書くこと」の能力が課題
・英語の学習意欲に課題
・言語活動，特に，統合型の言語活動（例：聞いたり読んだりしたことに基づいて話したり書いたりする活動）が
十分ではない

・グローバル時代において，英語学習に関する生徒の多様化への対応が必要

外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成
を図るとともに、日常的な話題から時事問題や社会問題まで幅広い話題について、情報や考えなどを的確に
理解したり適切に伝えたりする能力を養う

資質・能力

現
行
科
目
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コミュニ
ケーショ
ン英語Ⅲ

コミュニ
ケーショ
ン英語Ⅱ

コミュニ
ケーショ
ン英語基
礎

英語表
現Ⅱ

英語表
現Ⅰ

英語会
話

課 題

高
度
化
・
多
様
化

世界標準になって

いるCEFRを参考に，
指標形式での目標
設定を検討

コミュニ
ケーショ
ン英語Ⅰ

（必履修）

発信力が弱い

科目の在り方

発信能力の育成をさらに強化する科目

生徒が実社会や実生活の中で、自らが課題を発見し、主体的・協働的に探求し、英語で考えや気持
ちを互いに伝え合うことを目的とした学習

英語による「思考力・判断力・表現力を高める見直し

４技能統合型（必履修科目を含む）の科目を
核とする科目

8



情報科目の今後の在り方について（検討素案）

9

関連して、現行中学校技術・家庭（技術分野）における「情報に関する技術」の指導内容の充実、及び小・中学校
段階からの各教科等における情報活用能力を育成するための指導の充実についても、検討が必要。
（次ページ「小・中・高等学校を通じた情報活用能力の育成」を参照）

○情報とそれを扱う技術を問
題の発見・解決に活用する
ための科学的な考え方

○情報通信ネットワークを用い
て円滑にコミュニケー ション
を行う力

共通教科「情報」（現行） 新科目のイメージ

社会と情報
１ 情報の活用と表現
２ 情報通信ネットワークとコミュニケーション
３ 情報社会の課題と情報モラル
４ 望ましい情報社会の構築

情報の科学
１ コンピュータと情報通信ネットワーク
２ 問題解決とコンピュータの活用
３ 情報の管理と問題解決

４ 情報技術の進展と情報モラル

いずれか１科目（２単位）を選択必履修

育成する資質・能力

「情報活用能力」

○情報機器やネットワーク を
用いて情報を収集・加工・
発信する力

○情報モラル、知的財産の保
護、情報安全等に対する実
践的な態度

○情報社会に主体的に参画し
寄与する能力と態度

情報と情報技術を
問題の発見と解決に
活用するための科学的な
考え方等を育成する科目
●コンピュータと情報通信ネットワーク
●問題解決の考え方と方法
●問題解決とコンピュータの活用
●情報社会の発展と情報モラル

上記科目の履修を前提とした

発展的な内容の科目
についても検討

※情報モラルなど、社会生活を営むに当たり必要な知識

や果たすべき役割等については、新たな公民科目で扱
うことを検討。

高度な情報技術の進展に伴い、文理
の別や卒業後の進路を問わず、情報
の科学的な理解に裏打ちされた情報
活用能力を身に付けることが重要

改訂の必要性

教員の現状としては、他の教科を担当する教員が教科「情報」を兼任していることが多数想定される。



科目体育の今後の在り方について（検討素案）
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科目「体育」の改善の視点（案）

・生徒の興味・関心の多様化等の現状を踏まえ，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力の育成
・体育で学習したことを，実生活や実社会で生かし，運動の日常化・習慣化につなげること
・体力の向上を重視した「体つくり運動」の指導を更に充実すること
・意欲、思考力、運動の技能の源となる「体育理論」の指導を更に充実すること
・指導と評価の一体化に向けた、技能、態度、知識、思考・判断をバランスよく育む指導を更に充実すること
・する、みる、支えるスポーツの推進(オリンピック・パラリンピック教材の活用等)

○心と体を一体としてとらえ、心身の調和的発達を図ることができる資質や能力の育成
○「する，みる，支える」などの視点から，自己に適したスポーツとのかかわり方で、卒業後もスポーツと親しむ
ことができる資質や能力の育成

○自己の体力や生活に応じて自己の課題の見直しを図り、日常的に運動に親しむとともに体力の向上を図ることの
できる能力の育成

○公正、協力、責任、参画などの意欲を高め、健康・安全を確保することができる能力の育成
○領域の特性に応じて、技能、態度、知識、思考・判断をバランスよく育むための内容の充実
○オリンピック・パラリンピック競技大会開催を契機に、運動やスポーツへの関心・意欲等の向上を図るとともに、
スポーツを文化として享受できる内容の充実

○指導と評価の一体化を充実するための内容及び内容の取扱いの改善
○実生活、実社会で生かすことを重視し、主体的・協働的に学ぶための内容の取扱い（指導方法）の工夫
○インクルーシブ教育の趣旨を踏まえた内容の取扱い(指導方法)の工夫
○道徳教育、ICT活用など、科目「体育」の特性を踏まえた内容の取扱い(指導方法)の工夫
○スポーツの推進者を育成するための「専門体育」及び「学校設定科目」等の改善

生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力の育成

検討の方向性（案）



保健の育成する資質・能力の育成

科目「保健」の在り方

保健の今後の在り方について（検討素案）

現代的な健康に関する課題解決的な学習を展開し、健康・安
全に関する思考力、判断力、表現力を養うとともに、それらを
自分の生活に生かしたり社会生活に役立てたりする力を育成
すること

健康・安全への関心をもち、主体的、協働的に健
康の保持増進に取り組む力を育成するとともに、
健康・安全な社会づくりに参画する態度を育成す
ること

11

≪

検
討
の
方
向
性
（
案
）≫

社会生活を含めた
総合的な健康の
概念の理解

［保健の課題］
・実生活や他教科等で活用できる汎用的なスキルを育成する必要がある。
・依然として講義を中心とした知識の伝達型授業が多い。

［学習方法や資質・能力に関する課題］

・健康課題を発見し、習得した知識を活用して課題解決する学
習を取り入れることが必要。

・生徒の論理的な思考力（特に健康課題の解決方法を根拠に
基づいて 評価し、目的に応じて活用する力）に課題がある。
・生徒の健康に関する関心・意欲・態度に課題がある。
・生徒のコミュニケーション能力の育成に課題がある。
・危険予測や回避する能力、危険行動の抑制に課題がある。

［保健に関する内容の課題］

・少子高齢化や疾病構造の変化による現代的な健康課題の
解決に役立つ内容が不十分である可能性。
例 高齢化に対応した健康寿命の延伸
少子化に対応した妊娠・出産等の課題
がんや精神疾患など

・自他の生命を守るための安全・安心に係る内容に課題
・心身の健康の保持増進とスポーツとの関連に課題

≪

改
善
の
視
点
（
案
）≫

健康の保持増進のための総合的な実践力を育成する科目

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深め，生涯を通じて自らの健康を適切に管理し，改善してい
く資質や能力を育てる。

生涯にわたって健康・安全に関する
課題に直面した際に、課題解決を
目指して論理的に考え、意志決定・
行動選択する力

健康・安全な社会づくりを目指
して、他者とコミュニケーション
し、健康的な環境づくりに参画
する力

健康・安全に関心をもち、自
己の健康に関する取組を肯
定的に捉えたり、レジリエンス
を強化したりする力

保健と体育をより一層関連させるため、健康とスポーツの関係を踏まえた内容や資質・能力を検討



芸術（音楽）の改訂の方向性（検討素案）
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○ 音楽が，国，地域，風土，人々の生活，文化や伝統などの影響を受け，生み
出され，育まれてきていることの意味や価値を理解できるよう，音や音楽と生
活や社会との関わりについて考えることを一層大切にし，生活の中での音や音
楽の働きについて理解を深められるようにしてはどうか。

○ 音や音楽を主体的に捉え，感性を高め，思考・判断・表現する一連の過程を
大切にし，根拠をもって自分なりの表現意図をもったり価値判断したりできる
よう，「音楽を形づくっている要素の知覚・感受」を全ての音楽活動の支えと
なるよう一層明確に位置付けてはどうか。

○ 他者と協調しながら音楽表現を生み出したり，音楽に対する価値意識を広げ
たりできるよう，音楽的な特徴や互いの感じ方，考えなどについて他者と伝え
合う活動を一層大切にしてはどうか。またその際，楽譜や音楽に関する用語，
記号等を有効なツールとして活用できるようにすることを大切にしてはどうか。

音楽文化についての理解を深める学習活動の充実

感性を高め，資質・能力を育成する主体的・創造的な学習活動の充実



芸術（美術）の改訂の方向性（検討素案）
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育成する資質・能力と学習内容との関係を明確にした学習活動の充実

〇 表現及び鑑賞の活動を通して育成する資質・能力と学習内容との関係を明確にして
学習活動を充実させるために，これまで以上に表現と鑑賞の相互の関連を図ることや，
造形的な視点を豊かにもって対象やイメージなどを捉えたりすることができるような
表現や鑑賞の指導を重視すればどうか。

豊かな感性や情操の育成

〇 感性や想像力を能動的に働かせ，生徒一人一人が主体的に創造活動に取り組む
ことができるように，豊かに感じ取る力の育成を一層重視し，表現や鑑賞において
領域や分野などとそれらに共通して働く資質・能力との関係を整理して示してはどうか。

生活や社会の中の美術の働きや，美術文化の理解を深める学習の充実

〇 美術文化における，伝統的かつ創造的な側面を重視して理解を深める学習の一層の
充実や，表現及び鑑賞の創造活動の喜びを実感的に味わうことができるようにするため，
美術を通して生活や社会と豊かにかかわる態度を育むことを一層重視すればどうか。



芸術（工芸）の改訂の方向性（検討素案）

育成する資質・能力と学習内容との関係を明確にした学習活動の充実

〇 表現及び鑑賞の活動を通して育成する資質・能力と学習内容との関係を明確にして学習
活動を充実させるために，これまで以上に表現と鑑賞の相互の関連を図ることや，造形的
な視点を豊かにもって対象やイメージなどを捉えたりすることができるような表現や鑑賞の
指導を重視すればどうか。

豊かな感性や情操の育成

〇 感性や想像力を能動的に働かせ，生徒一人一人が主体的に創造活動に取り組む
ことができるように，豊かに感じ取る力の育成を一層重視し，表現や鑑賞において
領域や分野などとそれらに共通して働く資質・能力との関係を整理して示してはどうか。

生活や社会の中の工芸の働きや，工芸の伝統と文化の理解を深める学習の充実

〇 工芸の伝統と文化における，伝統的かつ創造的な側面を重視して理解を深める学習
の一層の充実や，表現及び鑑賞の創造活動の喜びを実感的に味わうことができるよう
にするため，これまで以上に工芸を通して生活や社会と豊かにかかわる態度を育むこ
とを重視すればどうか。
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芸術（書道）の改訂の方向性（検討素案）
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育成する資質・能力と学習内容との関係を明確にした学習活動の充実

〇 感性を能動的に働かせて，生徒一人一人が主体的に表現や鑑賞の創造的な
活動に取り組むことができるように，豊かに感じ取る力の育成を一層重視し，
各領域や分野の学習に共通して働く資質・能力を明確に位置付けてはどうか。

〇 書の伝統と文化を踏まえながら，自らの意図に基づいた表現を構想し工夫
していく一連の過程を一層大切にしてはどうか。また，根拠をもって伝え合う
ことで，書に対する見方や考え方を広げ，新たな価値を見いだすような学習を
一層充実してはどうか。

書と生活や社会との関わりや，書の伝統と文化の理解を深める学習の充実

〇 書の伝統と文化の理解を深める学習の一層の充実や，生活や社会の中で書が
果たしている役割について考えることで，書への永続的な愛好心を育み，書を
通して生活や社会と豊かにかかわる態度を育成することを重視してはどうか。



共通必履修科目の在り方
○社会の変化への対応
・少子高齢社会を踏まえ、乳幼児や高齢者を支えるために必要
な知識や技術、コミュニケーション能力を育成

○生涯を通して、自他の生命を守る衣食住生活の実践力を育成、
食育の充実 （例 生活習慣病を予防するために生涯を見通して食
生活を営む力、災害時等の生活上のリスクに対応した衣食住の知識
や技術 等 ）

家庭科目の今後の在り方について（検討素案）

≪

検
討
の
方
向
性
（
案
）≫

・女子のみ履修であった高等学校の家庭科は、平成６年度から男女必履修となり21年が経過した。「家庭科は実生活に役立つ」、
「家庭科を学習してよかった」と、生徒は肯定的に捉えている。
・ 「将来生きていくために重要な科目である。」という意識も高い。

［学習方法や資質・能力に関する課題］
・生活者として自立し、社会に参画するために必要な知識や技術
を科学的な根拠に基づいて身に付ける必要がある

・問題解決的な学習において、「何を問題とし」「どう解決するのか」
について、生徒の興味・関心を踏まえた学習になっていない。

［学習内容の課題］
・将来を見通した生活設計に必要な生活の課題（就職・結婚、各ライフ
ステージで想定される生活上のリスクへの対応方法等）についての内
容を充実する必要がある。

≪

改
善
の
視
点
（
案
）≫

○生活者の視点を踏まえた消費者教育の充実（生活情報を収集し、適切に
意思決定する力を育成） ※公民科における新科目の在り方と連携

○地域との交流等を通して社会に参画する力を育成

○衣食住の生活文化の継承（例 和食、和装、生活を豊かにするもてなし 等）

≪

成
果≫

家庭科で育成する資質・能力の育成

○生活を科学的に理解し、生涯を通して安心・安全・健康的な生活を営む実践力を育成する
○生活の課題を解決するために、様々な年代の人と協働し、コミュニケーションして主体的に参画する力

◆少子高齢社会に対応する力
（子育て理解、高齢者の理解、
生涯生活設計能力）

◆持続可能な社会を構築する力
（消費・環境に配慮したライフスタ
イルの確立）

◆生活課題を解決するために
必要な社会参画力、コミュニ
ケーション能力（地域コミュニ
ティを構築）

◆グローバル化に対応する力
（衣食住の生活文化の継承・発信）

≪

課
題≫

・生活体験が減少している生徒に対して、実験や実習等を取り入れ、現実の生活の中で活用するための実践力や応用力を身に付け
る必要がある。
・生活上の課題を設定し、解決方法を考え計画を立てて実践するといった問題解決的な学習が効果的に行われていない。
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総合的な学習の時間の在り方について（検討素案）

• 各学校における指導方法の工夫改善や校内体制の整備等による格差解消
一部の学校（特に中学校・高等学校）においては、「ねらいや育てたい力が不明確で、児童生徒自身が、何のために活動を行い、
何を学んだか自覚できていない。」「補充学習のような専ら教科の知識・技能の習得を図る教育が行われたり、運動会の準備など
学校行事と混同された実践が行われたりしている。」といった事例が見られる。

• 総合的な学習の時間のカリキュラムの適切な編成・実施・評価・改善
地域や生徒の実態等の現状を把握した上で、総合的な学習の時間の目標・内容の設定や、全体計画や年間指導計画の作成に
適切に取り組めていない学校がある。また、実施状況の評価を改善に反映できていない学校がある。

• 学習成果の検証と社会的価値の発信
総合的な学習の時間の重要性は認知されてきているが、そこではぐくまれる資質・能力や態度の具体的な検証や、それらの社会
的価値に関する情報発信が不十分である。
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◆各学校が総合的な学習の時間を通じて育むべき資質・能力の考え方を明らかにする

○実社会・実生活の課題を探究的に学ぶことにより、教科等の文脈を越えて自ら課題を発見し解決する力や他者と協
働する力などの汎用的な資質・能力を育て、それを実社会で活用できるようにすることを重視

○主に育成する資質・能力や内容、指導方法の例示の体系化、高度化 の検討

○育成する資質・能力や態度を支える、教科横断的に考える技法を体系的に指導

◆学校の教育活動全体における総合的な学習の時間の意義を改めて明確化する

○各教科等を通じて身に付けた力を総合的に活用できるようにし、地域の課題や社会的要請に対応

（国際理解、情報、環境、福祉・健康や防災・安全、地方創生、創造的復興、ESDなど）

≪

改
善
の
視
点≫

≪

検
討
の
方
向
性
（
例
）≫

• 総合的な学習の時間への取組が、知識・技能の定着と思考力・判断力・表現力の育成の両方に
つながっている 全国学力・学習状況調査の結果、先進校の取組事例より

• 総合的な学習の時間において育むべき力や学びの在り方をカリキュラム・マネジメントの核と

しながら、学校全体として探究的な学習を行う実践が進められている。 SGH、研究開発学校等

成
果

課
題



特別活動の在り方について（検討素案）
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● ホームルーム活動
授業実施時数については改善傾向にあ
るものの課題の範囲は脱していない。
（参考：実施時数）また、合意形成にむけ
た話合い活動が日常化されていない課
題も残る。

検
討
の
方
向
性

検
討
の
方
向
性

◆特別活動で身につけさせたい資質・能力の明確化
○ 特別活動において身に付けさせたい、現在及び将来の生活につながる資質・能力を再確認する。

○ 積極的な社会参画につながる合意形成にむけた活動（話し合い活動など）の重要性を確認する。

◆教育課程全体における特別活動の意義の明確化

○ 特別活動を通じた、望ましい学級集団の形成が、教育課程全体における「主体的・協働的な学び（アクティブ・ラーニ
ング）」を推進する基礎を作るものであることの強調

○ 各教科で学んだことを、ホームルーム活動や生徒会活動、学校行事を通じて、自分自身や学級の実生活に直結させ
る場であることの強調 （例：ボランティア、防災の実践等）

○ 特別活動の目標や成果から学校全体、特に教務部が関わり指導体制を確立することの重要性を明確化

● 生徒会活動
生徒会活動の正しい理解が生徒のみならず
教員においても十分でない場合がある。

（生徒会とは生徒会役員の活動のことである
という誤解）

● 学校行事
生徒の意欲を尊重しすぎたり、伝統の継
承や発展に重きを置きすぎたりするあま
り、学校行事が生徒にとって過重負担に
なっている場合がある。

● 二つの活動と学校行事が、学校全体の取組とならず、担当者任せになっていないか点検の必要がある。

＜現状＞

○ 体育祭をはじめとする学校行事が、各地で学校文化・地域文化の創造に結びついている

○ よりよい人間関係を築くこと、自己を生かす能力を養うことの必要性は今後ますます高まると思われる

＜課題として考えられる点＞

現
状
と
課
題

現
状
と
課
題

※公民科における新科目の在り方との連携も必要
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